
１６ミリ試写室

感染症予防対策にご協力ください。

「
食
の
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々
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体調の優れない方は参加を控えて下さい

102 分

50分

11 月24 日 ( 日 )11 月24 日 ( 日 ) 13:00 ～13:00 ～ ( 開場 12:00 )( 開場 12:00 )
横須賀市 文化会館 大ホール 横須賀市深田台 50

☎046-823-2950
京急線横須賀中央駅下車 徒歩 10分

チケット料金の一部を市内の児童養護施設（2か所）の支援に役立てます。
チケット料金  1,000 円（前売り 800 円）  高校生以下無料

主催：横須賀市文化会館   ☎046-823-2951
信濃屋書店（若松町）  ☎046-822-0405
井出新聞店（衣笠栄町）  ☎046-851-0235
アナザワフォト（追浜駅前） ☎046-865-9963

https: / /y16mir i .com
問合せ： ☎ 0 9 0 - 2 9 0 1 - 0 8 6 2  ( 松澤 )

チケット販売：

※なお、内容は変更する場合があります。予めご了承ください。

横須賀上映

2024 年2024 年
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（日）
/

第 36 回
有料上映会

1 6 ミリ試写室

後援：　( 福 ) 横須賀市社会福祉協議会
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16ミリ試写室

1957 年、千葉県生まれ。上智大学卒業後、フリーの助監督としていくつかの制作会社で映像制作に携わっ
た後、1988 年、桜映画社に入社。 同年、アジアの熱帯雨林破壊問題をテーマにした短編映画「開発と環
境」で監督デビュー。以後、記録映画やテレビドキュメンタリーを多数手掛ける。主な作品に『海女のリャ
ンさん』( キネマ旬報文化映画ベスト・テン第 1 位 , 2004)、『いのち耕す人々』(2006, 同第 4 位 )、『里山っ
子たち』( 同第 3 位 , 2008)、『天に栄える村』 ( 同第 5 位 , 2012)、ETV 特集「原発事故に立ち向かうコ
メ農家」( 農業ジャーナリスト賞 ) など。2015 年、『無音の叫び声』制作を機に、フリーの監督として独立。
初の著書「無音の叫び声農民詩人・木村迪夫は語る」( 農文協 ,2015) とあわせて農業ジャーナリスト賞を
Ｗ受賞。以後は自ら撮影も務め『武蔵野』(2017)、『お百姓さんになりたい』(2019)、『タネは誰のもの』
(2020) と精力的に制作活動を行う。2021 年「食の安全を守る人々」、2022 年「若者は山里をめざす」（農
業ジャーナリスト賞受賞）、2024 年「山里は持続可能な世界だった」、他。

原村 政樹（はらむら まさき） ドキュメンタリー映画監督


